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令和7年度を迎えて

今年度より京臨技に新たなチームが増えます！

令和７年度は京臨技理事について改選は無く、昨年度に引き続き同じ顔ぶれ
の理事で活動をしてまいります。
今年度も学術事業では研修会や講習会などの開催を多数計画いたします。本

年度より新たに救急医療検査研究班が立ち上がり、救急外来や救急医療に関
連する内容の研修会等を計画していきます。
精度管理事業では今年度も引き続き京都府医師会と連携を取った精度管理

事業が計画されております。今後の精度管理事業の受験項目内容や、申し込み
の仕方などについても協議してまいります。

また、青年部会も立ち上げ若い技師を中心とした企画を考えており、多くの若い技師の皆様にも京
臨技の活動に参加いただけるような技師会活動を目指します。毎年2月23日は京都医学検査学会
の日と定めており、今年度は第6回目となりますが、この学会も若い技師たちを中心とした学会運営と
発表の場にしていきます。
タスクシフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会を本年度も継続して開催し、講習会回数も

今年度中に5回行えるように考えています。まだ受講されていない方がおられましたら、ぜひ受けていただ
きたいと思います。
今年度は「第64回日臨技近畿支部医学検査学会」を京都府主催で国立京都国際会館にて11

月に行います。会員の皆様におかれましては積極的に参加いただき、ぜひ一般演題などにも発表頂け
ればと思います。医療DXの推進や将来的に労働人口の減少が予想されていますが、技師会としても
各種事業の中でも色々と考え、共に協力しながら今後の医療や臨床検査技師の役割を皆で考えてい
きたいと思います。

令和７年6月 吉日
一般社団法人京都府臨床検査技師会会長

江口 光徳

2025年度より立ち上がりました、救急医療検

査研究班です。病態・各種検査・薬物など、認

定救急検査技師の試験範囲を意識しながら

救急検査に関する講習会を開催、活動してい

きます。症状や状態から疾患を考える力を身に

つけられ、普段救急に直接関わらない方でも業

務に活かせる内容を発信できればと考えており

ます。よろしくお願い致します。

救急医療検査研究班 青年部

2024年12月に第1回若手交流会を開催し、

多くの方にご参加いただきました。今年度はさら

に「どんな勉強をしたらいいだろう」「学会発表を

してみたい」など、色んな悩みや想いを共有しな

がら、職場を越えて交流し、一緒に学んでいけ

るような企画を考えています。今秋の近畿支部

学会では青年部主催でシンポジウムを企画して

います。是非、ご参加ください。

はっけん！くん
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➢ 第64回近畿支部医学検査学会の会場の下見をしました

タスクシフト実技講習会は令和7年度で終了予定となっております。
計画的に受講いただきますようよろしくお願い致します。

近畿支部医学検査学会の会場
である、国立京都国際会館の下
見を理事や研究班のメンバーで
行ってきました。
プログラムを含め、学会準備は鋭
意進行中です。学会会期は11
月22日(土)、23日(日)です。

➢ 京臨技の最新情報をCHECK

京臨技はインスタグラムを開設しており、HP・メルマ
ガ・ニュースレターとともに広報活動の一環として研
修会情報をタイムリーに掲載しています。

特に今年は、今秋に開催される近畿支部医学検
査学会と連動し、各研究班が企画するシンポジウ
ムや教育講演の内容も紹介していきます。
京臨技、そして近畿支部のみなさまと一緒に学会
を盛り上げていきたいと思いますので、最新情報の
チェックをお願いします！

一般演題の募集締切：7月31日(木)

是非多数の演題登録と
皆様のご参加を

よろしくお願いします。

近畿支部医学検査学会の最新情報

研修会の予定やその様子も随時更新

編集後記

学会の準備を進めていくなかで、懐かし
い人に会ったり、新しい出会いや縁があ
り、感謝の毎日です。この厳しい暑さの
夏を越え、紅葉の美しい11月に京都

の地で様々な縁が繋がり、広がっていく
ことを楽しみにしています。 (ふ)

きょうりんちゃん

8月31日(日)まで延長しました！


